


当財団は、協和発酵工業株式会社（現協和発酵キリン株式会社）の創立者である故加藤辨三

郎博士の「科学技術の振興を図り、社会の発展に貢献したい」という遺志を実現すべく、協和

発酵工業株式会社の創立40周年記念事業として1988年（昭和63年）に設立されました。

以来、バイオサイエンス基礎分野において創造的かつ先駆的研究を目指す若き研究者に対し、

2013年度までに延べ569名の研究助成、698名の国際交流助成を実施し、助成金の総額は12億

8,715万円に及びます。また、160件の学会等開催助成を行うとともに、22回に及ぶ公開シンポ

ジウム開催とその内容の出版により、バイオサイエンスの啓発にも取り組んでまいりました。

当財団は昨年25周年を迎えました。これまで歩んできた道程は、我が国及び世界のバイオ

サイエンスが飛躍的に発展した時期でもありました。その発展にささやかながらでもお手伝い

できたことは当財団の大きな喜びでございます。これまでの財団活動を振り返るとき、歴代の

財団役員、評議員、選考委員を始めとする多くの皆様にご支援いただいたことに改めて深く感

謝するものであります。

財団では設立25周年を記念し、今後5年をめどに助成金額ならびに助成者数の拡大を検討し

ており、若手研究者への支援にさらに貢献したいと考えております。

現在、地球規模で問題となっている医療・食糧・環境・エネルギー等の大きな課題を解決す

るために、バイオサイエンスの更なる発展が強く求められております。これら課題を解決し、

資源が乏しく少子化に直面している我が国がさらに発展していくためには若い人材の活躍が欠

かせません。今後も若手研究者に対する研究助成を継続いたしますが、育児休業などを取得し

子育て中の研究者に対する優遇制度も続けてまいります。若き研究者たちによって次代をリー

ドする成果が生み出されることを大いに期待しておりますし、その一助になりたいと願ってや

みません。また、財団ホームページにおいて、当財団の理事・評議員から若手研究者へ向けたメッ

セージの発信を始めました。年報にも掲載いたしますのでお読みいただければ幸いです。

これからも財団の基本理念は大事にしつつ環境変化や社会のニーズも充分考慮のうえ財団活

動を継続し、バイオサイエンスの振興と発展のため、引き続き努力していく所存でございます。

今後とも変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ご 挨 拶

松田 譲理事長

公益財団法人 加藤記念バイオサイエンス振興財団



助成対象

助成金額

対象研究領域

助成対象期間

応募資格

応募方法

応募期間

採否通知

支給時期

バイオサイエンスの基礎分野において、独創的且つ先駆的研究をめざす国内の若手研
究者

総額5,000万円程度（全25件程度、1件200万円、審査成績により増額あり）

（1）メディカルサイエンス分野 15件程度
（2）バイオテクノロジー分野 10件程度

翌年4月から2年間

国内の大学又は公的研究機関に所属し、40歳以下（9月30日現在）の研究者
ただし、その他資格制限あり（募集要項参照）

ホームページで研究者登録を行い、マイページから申請してください 

7月 1日から9月30日まで

翌年1月上旬ころ

翌年3月末まで

平成26年度 助成事業（概要）

助成対象

助成金額

応募方法

応募期間

採否通知

支給時期

海外で開催されるバイオサイエンス分野の学会・シンポジウム等で、自己の研究成果
を発表する、国内在住の、応募締切日に35歳以下の研究者 

渡航地域により10万円から30万円／件、年間総額750万円程度

ホームページで研究者登録を行い、マイページから申請してください 

上期（4月～9月の発表） ： 1月初旬から2月末まで
下期（10月～翌年3月の発表） ： 7月 1日から8月29日まで 

上期：3月末ころ 下期：9月末ころ

発表証明書類受理後

助成対象

対象となる
学会

助成金額

応募方法

応募期間

採否通知

支給時期

翌年度に国内で開催されるバイオサイエンス分野の学会・研究会・シンポジウム等

原則として参加者が500人以下のもの
クローズドな会でなく外部／新たな参加者を認めるもの
当財団の理事・評議員・選考委員が責任者又はそれに準ずる立場にないもの

1件30万円、10件程度（総額300万円程度）

ホームページで研究者登録を行い、マイページから申請してください

11月4日～28日

翌年2月下旬まで

翌年3月下旬まで

研究助成

国際交流助成

学会等開催助成

詳細は財団ホームページを参照ください（http://www.katokinen.or.jp）







2014. 7. 1

当財団は、協和発酵工業株式会社の創立者である加藤辨三郎博士の「科学技術の振興を図り、
社会の発展に貢献したい」との遺志を継ぎ 1988 年 12 月に設立されました。以来、助成事業を中
心に、バイオサイエンス分野における若手研究者支援などの活動を続けています。2011 年 7 月
に公益財団法人に移行しました。

財団設立の経緯

加藤辨三郎氏略歴

設立

新法人移行

基本財産

事業内容

行政庁

主たる出捐者

1988年 12月 23日

2011年 7月1日

7億785万円（2014年 3月末）

・バイオサイエンス分野における
①研究の助成、②研究者の国際交流の助成、
③学会･研究会等の開催の助成、④シンポジウム・報告会等の開催

・上記事業の成果の発表及び刊行、その他

内閣府（内閣総理大臣）

協和発酵キリン株式会社

大正12年（1923）

昭和24年（1949）

昭和27年（1952）

昭和37年（1962）

昭和43年（1968）

昭和47年（1972）

昭和48年（1973）

昭和49年（1974）

昭和50年（1975）

昭和58年（1983）

京都帝国大学工学部卒業

協和発酵工業（株）設立 取締役社長

（社）在家仏教協会設立 会長

藍綬褒章受章

協和発酵工業（株）取締役会長

勲一等瑞宝章受章

科学技術会議ライフサイエンス部会 委員

通産省化学品審議会 会長

科学技術庁 顧問

8月15日永眠（84歳）従三位に叙せられる

財団 概要

Kato Memorial Bioscience Foundation
公益財団法人 加藤記念バイオサイエンス振興財団

〒194-8533 東京都町田市旭町3-6-6

3-6-6 Asahi-machi, Machida-shi, Tokyo 194-8533 Japan

TEL：042-725-2576

FAX：042-729-4009

E-Mail：ben.kato.zaidan@kyowa-kirin.co.jp

ウェブサイト：http://www.katokinen.or.jp

加藤 辨三郎 氏


